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１．はじめに
　平成２０年度告示の学習指導要領において、中学校第１・２学年でダンス領域が男女
共に必修化１）になったことや、メディア・ＳＮＳ・動画サイト等の影響により、近
年ダンスの裾野がさらに広がってきている。しかしその一方で、学校体育としての表
現運動系・ダンス領域（以下、「ダンス系」領域とする）の授業においては、授業内
容の質や指導方法等、依然として多くの課題が報告されている２）３）。小学校での学び
の積み重ねがないままに、中学校でいきなりダンスをすることに、生徒も教師も困難
を抱いているケースも少なくないだろう。特に小学校においては、身体的・情緒的な
面においても発達が非常に著しい時期にあるため、指導における困難も多いと考え
る。しかし、小学校での多様な動きや豊かな表現の経験が中学校以降のダンス授業の
土台となるため、小学校での学びが非常に重要であると考える。そのため、「ダンス
系」領域のさらなる充実を目指して、まずは小学校の「表現運動系」領域に着目して、
研究を進めたいと考えた。また、山形市内においては、山形市内小学校を対象とした
実践研究４）は存在するものの、これまで山形市内の小学校における「表現運動系」
領域の全体的な実態についてまとめた報告はされておらず、市内全体の実態と課題は
見えないままである。
　そこで本研究では、山形市内小学校の現職教諭に質問紙調査を依頼し、山形市内の
小学校における「表現運動系」領域の授業の実態を把握するとともに、課題を見出す
ことを目的とする。なお、今回は全体的な基礎情報としてまとめ、現在どのようなこ
とが実現されていて、どのようなことが課題として残っているのかを洗い出し、課題
解決に向けた手がかりを得たいと考える。
＜用語の定義＞
　各校種や各学年によって領域や内容の名称が異なるため、本研究で用いる用語につ
いて、以下のように定義する。
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①「ダンス系」領域 
　小学校の「表現運動系」領域及び中学校・高等学校のダンス領域の総称
②「表現運動系」領域 
　小学校の表現リズム遊び領域（低学年）、表現運動領域（中学年・高学年）の総称
③「表現系」 
　 「ダンス系」領域の主内容の１つである、表現遊び（低学年）、表現（中学年・高
学年）、創作ダンス（中学・高等学校）の総称
④「リズム系」 
　 「ダンス系」領域の主内容の１つであるリズム遊び（低学年）、リズムダンス（中
学年・高学年）、現代的なリズムのダンス（中学・高等学校）の総称
⑤「３つのダンス」 
　「ダンス系」領域の主内容である、「表現系」「リズム系」「フォークダンス」の総称
２．学習指導要領が示す「ダンス系」領域について
１）平成２９年告示の小学校学習指導要領について５）
　今回の改訂では、「生きる力」をより具体化し、教育課程全体を通して育成を目指
す資質・能力が示され、全ての教科等の目標及び内容が「知識及び技能」、「思考力、
判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱で再整理されている。
指導方法については、課題を見付け、その解決に向けた学習過程や、主体的・対話的
で深い学びを実現することなどが強調されて示されている。また、体育においては幼
稚園・中学校との接続がより重視されたことにより、系統性を踏まえた学習内容が明
確化され、用語の詳しい解説や、運動（遊び）が苦手な児童への配慮の例などが従来
よりも具体的に示されてある。「表現運動系」領域の名称や主内容においては大きな
変更点はなく、これまでのものがおおむね踏襲されたかたちでより詳細に示されてあ
る。なお、新学習指導要領においては、平成３０年度より先行実施、平成３２年度から全
面実施の予定である。
２）「ダンス系」領域の教育的価値と内容構成について１）５）６）
　まず、教育的価値について考える。小学校の「表現運動系」領域は、自己の心身を
解き放して、イメージやリズムの世界に没頭してなりきって踊ったり、互いのよさを
生かし合って仲間と交流して踊ったりする楽しさや喜びを味わうことができる特性を
もった運動である。中学校・高等学校のダンス領域は、イメージをとらえた表現や踊
りを通した交流によって仲間とのコミュニケーションを豊かにすることを重視する運
動で、仲間とともに感じを込めて踊ったり、イメージをとらえて自己を表現したりす
ることに楽しさや喜びを味わうことができる特性を持った運動である。つまり、動き
の習得や勝敗を競う他の領域とは異なる、心身を開放して自らの思いや考えを表現す
ること、互いの良さを認め合い豊かなコミュニケーション能力を培うことに、「ダン
ス系」領域の教育的価値を見出すことができる。
　つぎに、「ダンス系」領域における各校種・学年別の領域名称及び内容構成をまと
めたものを表１に示す。「ダンス系」領域は、小学校から高等学校までの領域や内容
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表１：「ダンス系」領域の内容構成
表２：「３つのダンス」の特性
（表１：文部科学省（２０１３）６）より一部抜粋）
（表２：文部科学省（２０１３）６）より一部抜粋）
1  
（表 1：文部科学省（ 2013）⁶⁾より一部抜粋）  
1年 2年 3年 4年 5年 6年
領域名称
内容
スンダ動運現表
ア．表現
イ．フォークダンス
　　（リズムダンス可）
小学校
低学年 中学年 高学年 中学校・高等学校
ア．表現遊び
イ．リズム遊び
　　（簡単なフォークダンス
　　　を含む）
ア．表現
イ．リズムダンス
　　（フォークダンス可）
ア．創作ダンス
イ．フォークダンス
ウ．現代的なリズムのダンス
　　 (その他のダンス可）
表現リズム遊び
2：「3 つ  
スンダクーォフ系ムズリ系現表
運動の特性
（楽しさや魅力）
表したいイメージを自由に動きを
工夫して踊り表現する
ロックやサンバ、ヒップホップなど
のリズムに乗って自由に友達と
関わって踊る
日本や外国の伝承された踊りを
身に付けてみんなで一緒に踊っ
て交流する
特性と関わる重点 イメージになりきって自由に踊る リズムに乗って自由に踊る 踊りを共有して人と交流して踊る
【自由に踊る創造的な学習】 【再現して踊る定形の学習】  
の名称は異なるものの、いずれの段階においても、「表現系」、「リズム系」、「フォー
クダンス」の３つの内容で構成されている（以下、「３つのダンス」とする）。また、
小学校における学習内容は、低学年・中学年・高学年ごとに繋がりや発展性を踏まえ
て示されており、それぞれ２年間の中で弾力的に学べるようになっている。なお、「ダ
ンス系」領域においては、平成２０年の中学校学習指導要領の改訂で、中学校第２学年
までの男女が必修であることが示され、平成２４年度より完全実施となっている。
３）「３つのダンス」の特性について６）
　「３つのダンス」のそれぞれの特性について、まとめたものを表２に示す。「表現
系」と「リズム系」においては、【自由に踊る創造的な学習】として位置付けられて
おり、「表現系」ではイメージを、「リズム系」ではリズムを手がかりとして自由に踊
る学習である。一方で「フォークダンス」は、【再現して踊る定形の学習】として位
置付けられており、型のあるダンスを通して仲間と交流しながら踊る学習である。な
お、この「３つのダンス」はそれぞれ特性が異なるため、バランスよく体験できるよ
うに実施することが望ましいとされている。
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表３：調査内容
表４：回答者性別（ｎ＝１３１）
3  
 
■回答者基本情報
性別、年齢、ダンス授業受講経験、ダンス経験、部会
■実施状況について
年間配当時間、「3つのダンス」の具体的な授業内容、運動会での作品発表
■指導について
　授業担当者、指導の好き嫌い、意識していること、参考にしているもの・こと、困難に感じていること、
　活用・参加したいもの・こと
4 別（n=131）  
男性 女性 合計
55名（42％） 76名（58％） 131名
３．研究方法
１）調査時期・調査対象
　平成３０年１１～１２月、山形市内小学校３７校の各学年担任の代表者１名（計２２２名）に
紙媒体で質問紙調査を依頼した。そのうち、２３校（回収率６２％）、１３１名から郵送によ
り回答を得た。
２）調査内容
　平成３０年度実施もしくは実施予定の「表現運動系」領域について調査を行った。質
問紙は、学習指導要領の内容を基にしながら、複数の現場教諭と検討の上作成した。
なお、調査内容の詳細は表３の通りであるが、今回は授業の実態把握に留めるため、
下線部のみのデータを抽出して報告する。
３）分析方法
　今回の調査では全体的な実態把握を目的とするため、Excelにて単純集計のみを行
い、低学年・中学年・高学年別に考察していく。
４．結果と考察
１）回答者基本情報
①回答者性別
　回答者１３１名の性別の内訳を以下の表４に示す。男性が５５名（４２％）、女性が７６名
（５８％）であった。
②回答者年齢
　回答者の年代の内訳を以下の表５に示す。５０代が５３名（４０．４％）で最も多く、次い
で、４０代が３４名（２５．９％）、２０代が２３名（１７．６％）、３０代が２０名（１５．３％）、６０代１名（０．
８％）であった。
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表５：回答者年齢（ｎ＝１３１）
図１：年間配当時間（平均）
5 n=131）  
 
20代 30代 40代 50代 60代 合計
23名（17.6％） 20名（15.3％） 34名（25.9％） 53名（40.4％） 1名（0.8％） 131名
1  
２）実施状況について
①年間配当時間
　体育科運動領域における、年間配当時間の低学年・中学年・高学年別の平均時間を
グラフで表したものを図１に示す。
　「表現運動系」領域の年間配当時間は、低学年・中学年が１０時間、高学年が８時間
であり、他の領域と比べると、全段階において授業時間が少ないことが明らかとなっ
た。全段階で最も多い「ボール運動系」領域と比較すると半分以下の授業時間である
ことがわかる。この結果の背景として、様々な研究において報告されている指導の難
しさや、教師自身の苦手意識３）７）などが関係しているのではないかと推察する。
②「３つのダンス」の採択件数
　今回の回答校においては、１００％の学校・各学年で「表現運動系」領域が実施され
ており、量的な実現は認められた。そこで、「表現運動系」領域の主内容である、「表
現系」、「リズム系」、「フォークダンス」が各段階（低学年・中学年・高学年）でどの
程度実施されているのかをみていく。「３つのダンス」の採択件数をグラフ化したも
のを以下の図２に示す。
― 159 ―
山形県山形市内小学校における「表現運動系」領域の実態と課題（鈴木）
図２：「３つのダンス」の採択件数図 2：「3 つの 択件数  
　「表現系」においては、低学年での実施が（４２件）最も多く、中学年（４０件）、高
学年（３７件）と少しずつ減っているものの、いずれの段階においても多く実施されて
いることがわかる。「リズム系」においては、中学年が（４４件）最も多く、次いで低
学年（４０件）、高学年（３５件）であり、「表現系」と同様、いずれの段階でも多く実施
されていることがわかる。「フォークダンス」においては、高学年（３６件）が最も多く、
次いで中学年（２５件）、低学年（１３件）であり、段階が上がるにつれて採択件数が多
くなっていることがわかる。これらのことから、「３つのダンス」の採択件数につい
ては、おおむね学習指導要領に示される各段階での内容の取扱いにしたがって実施さ
れていることが窺える。しかし、高学年においては、「表現系」と「フォークダンス」
が主内容として示されているものの、「リズム系」も実施している教師が多いという
点が特徴的な点として挙げられる。この理由としては、メディアの影響からくる子ど
もたちや教師のリズム系ダンスへの興味・関心の高さが関係しているのではないかと
推測する。
③「３つのダンス」の具体的な授業内容
　「３つのダンス」の具体的な授業内容について表にまとめ、考察していくこととす
る。各選択肢項目は、学習指導要領を参考にして作成したものである。なお、各段階
で示してある「ｎ」は各種目を実施していると回答した件数である。
ⅰ）「表現系」の具体的な授業内容
　「表現系」の具体的な授業内容について各段階でまとめたものを表６に示す。
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表６：「表現系」の具体的な授業内容（複数回答可）6：「表現系」の具体的な授業内容（複数回答可）  
 
低学年 中学年 高学年
(n=42) (n=40) (n=37)
30 22 24
25 23 23
8 11 15
35 24 16
19 7 3
9 13 13
13 26 19
6 8 5
22 22 26
13 14 9
0 1 1
6 6 3
0 0 0
様々な題材やテーマからイメージを広げて即興的に表現する
動き（走る・止まる・跳ぶ・転がるなど）からイメージを広げて即興的に表現する
素材やものを使って表現する
その他
学内行事で発表する
学外で発表する
他教科と複合的に学習している
簡単なひとまとまりの動きにして踊る
クラス全体で作品を創作する
授業内で発表する
項        目
体ほぐしや体遊びを行いながら多様な動きを引き出す
わらべ歌やジャンケン、童謡などの遊び歌から表現を広げる
ひと流れの動きで即興的に踊る
　低学年において回答の多かった上位３項目は、＜体ほぐしや体遊びを行いながら多
様な動きを引き出す＞（３５件）が最も多く、次いで＜様々な題材やテーマからイメー
ジを広げて即興的に表現する＞（３０件）、＜動きからイメージを広げて即興的に表現
する＞（２５件）であった。他に、＜わらべ歌やジャンケン、童謡などの遊び歌から表
現を広げる＞（１９件）も約半数の回答があり、遊びの要素から表現へと発展させてい
る教師が多くいたことがわかった。中学年においては、＜簡単なひとまとまりの動き
にして踊る＞（２６件）が最も多く、次いで、＜体ほぐしや体遊びを行いながら多様な
動きを引き出す＞（２４件）、＜動きからイメージを広げて即興的に表現する＞（２３件）
という結果であり、低学年に比べて創作活動を取り入れている教師が多くみられた。
高学年においては、＜授業内で発表する＞（２６件）が最も多く、次いで、＜様々な題
材やテーマからイメージを広げて即興的に表現する＞（２４件）、＜動きからイメージ
を広げて即興的に表現する＞（２３件）であり、低学年・中学年よりも発表に重きが置
かれて実施されていることがわかる。
　また、課題点として浮かび上がった項目をいくつか挙げる。まず、＜ひと流れの動
きで即興的に踊る＞は学習指導要領において中学年・高学年で出てくる重要なキー
ワードであるが、いずれの段階でも少なく、専門用語があまり浸透・理解されていな
いのではないかと推測する。次に＜簡単なひとまとまりの動きにして踊る＞は、学習
指導要領においては高学年で示される重要なキーワードであるが、今回の調査結果で
は、高学年の実施は約半数程度であった。最後に、＜他教科と複合的に学習してい
る＞の項目についてである。特に「表現系」は体育に限らず、他教科と関連付けて学
習しやすい内容であるが、実施件数が少ないことが明らかとなった。
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表７：「リズム系」の具体的な授業内容（複数回答可）表 7：「リズム系」の具体的な 複数回答可）  
低学年 中学年 高学年
(n=40) (n=44) (n=35)
16 17 15
11 14 10
18 17 17
27 25 18
7 13 12
17 22 16
9 9 5
8 13 10
5 16 13
8 18 13
19 23 14
0 2 1
3 2 1
項        目
学内行事で発表する
学外で発表する
その他
様々なリズムに乗って即興的に踊る
映像から振付を模倣する
オリジナルダンスを創作する
授業内で発表・交流会をする
簡単なステップから動きを発展させる
既存のダンスを覚えて踊る
教師が考えたダンスを覚えて踊る
動きに変化をつけて即興的に踊る
仲間と関わって即興的に踊る
簡単なステップを覚えて踊る
ⅱ）「リズム系」の具体的な授業内容
　「リズム系」の具体的な授業内容について各段階でまとめたものを表７に示す。
　回答件数の多かった上位３つの項目を挙げると、まず低学年においては、＜簡単な
ステップを覚えて踊る＞（２７件）が最も多く、次いで＜学内行事で発表する＞（１９件）、
＜仲間と関わって即興的に踊る＞（１８件）という結果であった。つぎに中学年におい
ては、＜簡単なステップを覚えて踊る＞（２５件）が最も多く、次いで＜学内行事で発
表する＞（２３件）、＜既存のダンスを覚えて踊る＞（２２件）という結果であった。最
後に高学年においては、＜簡単なステップを覚えて踊る＞（１８件）が最も多く、次い
で＜仲間と関わって即興的に踊る＞（１７件）、＜既存のダンスを覚えて踊る＞（１６件）
という結果であった。
　以上の結果から、いずれの段階においても、＜簡単なステップを覚えて踊る＞を実
践している教師が多いことがわかる。しかし一方で、＜簡単なステップから動きを発
展させる＞の項目は、いずれの段階においても少ない結果であった。また、キーワー
ドとして「即興的に踊る」が入っている項目の回答件数がいずれの段階、いずれの項
目においても半分以下の実施件数であることも読み取れる。このことから、＜リズム
系＞は型のあるダンスではなく、【自由に踊る創造的な学習】として位置付けられて
いるものの、現状としては動きの習得に留まってしまっている事例も未だ多いことが
窺える。
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表８：「フォークダンス」の具体的な授業内容（複数回答可）表 8：「フォークダンス」の具体 複数回答可）  
低学年 中学年 高学年
(n=13) (n=25) (n=36)
6 16 33
2 8 7
2 2 4
2 7 15
4 5 8
5 6 18
0 1 6
3 4 1
1 8 5
0 2 2
1 7 7
0 0 0
外国のフォークダンス
日本の民踊
項        目
各国・地域の文化や歴史と合わせて学習している
地域のお祭りに参加している
授業外の学校行事で行っている
その他
地域の講師の先生から学ぶ
オリジナルダンスを創作する
他教科と複合的に学習している
教師が教えた動きを覚えて踊る
映像から動きを真似して踊る
子どもたちで動きを教え合う
ⅲ）「フォークダンス」の具体的な授業内容
　「フォークダンス」の具体的な授業内容を各段階でまとめたものを表８に示す。
　回答件数の多い上位３つの項目を挙げると、まず低学年においては、＜外国の
フォークダンス＞（６件）が最も多く、次いで＜子どもたちで動きを教え合う＞（５
件）、＜映像から動きを真似して踊る＞（４件）という結果であった。中学年におい
ては、＜外国のフォークダンス＞（１６件）が最も多く、次いで＜日本の民踊＞・＜他
教科と複合的に学習している＞（８件）、という結果であった。高学年においては、
＜外国のフォークダンス＞（３３件）が最も多く、次いで＜子どもたちで動きを教え合
う＞（１８件）、＜教師が教えた動きを覚えて踊る＞（１５件）という結果であった。
　これらのことから、いずれの段階においても共通して、＜日本の民踊＞よりも＜外
国のフォークダンス＞を実施している教師が多いということがわかる。山形県には花
笠や紅花音頭、田植踊などの様々な地域の踊りも存在するが、いずれの段階において
も日本の民踊を取り上げている教師は少なかった。また、フォークダンスはただ動き
を覚えて踊るだけでなく、伝承されてきた国や地域の文化の影響を受けていることを
理解して踊るところに特性や魅力があるものの６）、＜各国・地域の文化や歴史と合わ
せて学習している＞と答えた教師はいずれの学年においても少なかった点は課題とし
て挙げられる。
④運動会での作品発表
　運動会で作品発表を行っていたのは、低学年（１８件）、中学年（１７件）、高学年（１７
件）であり、各段階でほとんど差はなかったものの、実施件数は全体的に少ないこと
が明らかとなった。なお、運動会での作品発表の概要について、学年ごとにまとめた
ものを表９に示す。
― 163 ―
山形県山形市内小学校における「表現運動系」領域の実態と課題（鈴木）
表９：運動会での作品発表の概要9  
 
合計件数
18件
（概要未記
入6件）
低学年
（n=43)
要　　　　　概年      学
1年生
花笠
全校ダンス
群ごとのリズムダンス発表
実行委員が創作したダンスを音楽に合わせてみんな一緒に踊る
準備運動は音楽に合わせてしています
曲に合わせて全校で踊る。準備運動にしている。
全校で南山形音頭「パラフレーズ」レッツダンスを踊っている
曲に合わせてまり入れをする。間奏でまり入れ、歌の時にダンスを踊る
全校ダンス
全校で南山形音頭「パラフレーズ」レッツダンスを踊っている
運動会で全校生徒でリズムダンスを踊っている
花笠
ダンス表現
USAの曲に合わせ、実行委員が考えたダンスを踊る
紅花音頭、花笠踊り
3年生
4年生
全校で南山形音頭「パラフレーズ」レッツダンスを踊っている
花笠
子どもたちが曲を選んだり、ダンスを考えたりしながら全校ダンスを創り上げる
リズムダンス発表会
みつばちダンスとしてウォーミングアップで踊っている
準備運動として
花笠
全校ダンス
準備体操とリズムダンスを掛け合わせ、当日全校生徒で踊る。内容の振付は係になっている児童が行う
全校で南山形音頭「パラフレーズ」レッツダンスを踊っている
準備運動としてリズムダンス系を行っている
全校で南山形音頭「パラフレーズ」レッツダンスを踊っている
花笠
自分たちで作ったダンスを発表する（全校・学年ごと）
係がつくった準備体操を兼ねたオリジナルダンスをする
紅花音頭
準備運動に取り入れている
全校で南山形音頭「パラフレーズ」レッツダンスを踊っている
2年生
花笠
5年生
6年生
準備運動を兼ねたリズムを上級生に教わって踊っている
準備運動を兼ねた、児童によるオリジナルダンス（全校で）
準備運動として全校で踊っている
ダンスを準備体操にしている
17件
（概要未記
入4件）
17件
（概要未記
入4件）
中学年
(n=46)
高学年
(n=44)
　まず、運動会での作品発表の概要に関して、学年による特徴や差はほとんどみられ
なかったものの、全体的にみると、準備運動としての位置づけでダンスを取り入れて
いる学校が多いことがわかる。しかし、授業内容との関連や「表現運動系」領域本来
の特性を踏まえて実施されているかは今回の調査ではわからなかったため、疑問が残
る点でもある。
　また、運動会作品の発表を全学年で取り組んでいる学校は８校みられた。しかし、
今回の調査では具体的にどのような内容で、どのような創作過程を経て、どのように
発表しているかなどはわからなかったため、今後、それぞれの学校がどのような取り
組みを行っているのか詳しく探っていきたいと考える。なお、運動会の作品発表にか
ける学習時間は、平均すると４．８時間であったが、「表現運動系」領域の授業時間を
使っている場合と、「表現運動系」領域の授業時間外を使っている場合があり、判断
が難しい回答がいくつか存在した。そのため、「表現運動系」領域の授業内でどのく
らいの時間が運動会の作品発表の学習に用いられているかは今回の調査では明確には
ならなかった。
５．おわりに
　山形市内の小学校における「表現運動系」領域の授業の実態を把握し、課題を見出
すことを目的として調査を行ったところ、以下の点が明らかとなった。
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　「表現運動系」領域は、全学校・全学年１００％で実施されていたものの、年間配当
時間は１０時間程度であり、他領域に比べると最も授業時間数が少ないことが明らかと
なった。また、「表現運動系」領域の主内容である「３つのダンス」の実施率におい
ては、おおむね学習指導要領に示される通りに実施されていることが窺えた。「３つ
のダンス」の具体的な授業内容に関しては、特に「リズム系」と「フォークダンス」
において、それぞれの特性が理解されていないままに実施されていることが窺えた。
さらに、運動会の作品発表においては、準備運動としての位置づけで実施されている
ケースが多く、授業内容との関連や、「表現運動系」領域の特性を踏まえた取り組み
になっているかは疑問が残る点でもあった。
　これらのことから、研修会や養成校に今後求められることは、教材を与えるだけで
なく、「ダンス系」領域がもつ教育的価値や、「３つのダンス」それぞれの特性をしっ
かりと伝えていくことであると考える。近年情報化が進み、文献資料だけでなく、動
画サイトやＤＶＤなどの映像資料も身近な存在となっている。情報を簡単にすぐに得
ることができる時代であるからこそ、得た情報を正しく、より良く活用できるように、
本質的な部分をより強く伝えていく必要があると感じた。また、今回の研究は、山形
市内の実態把握のための基礎資料としての報告であった。そのため今後は、教師の年
代や性別による授業内容の違いや、指導上の課題を具体的に分析していく必要がある
と考える。今後も現場の声に耳を傾けながら、「ダンス系」領域のさらなる発展に貢
献していけるよう努めていきたい。
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